
 

科目名：日本学メソドロジー基盤 A／ Basic Methods in Japanese Studies A 
曜日・講時：前期集中 

単位数：2  

担当教員：フォンガロ・エンリコ（非常勤講師） 

使用言語：日本語・英語・ドイツ語・イタリア語 

1. 授業題目： 

東北大発の新領域「日本学」の創成と展開に向けて 

2. Course Title（授業題目）： 

Toward the New Field "Japanese Studies" from Tohoku University 

3. 授業の目的と概要： 

本授業では、新たな研究領域としての「日本学」の構築と展開を目指します。「日本学」は、現代の課題に対して領域横

断的に応答するスタンスをもち、従来の日本研究と重なり合う部分がある一方で、西洋の知の方法や概念を積極的に取り

入れることによって成立する新しい枠組みです。本授業では、先ず人文社会科学（Geisteswissenschaft）における真理と

方法の関係について学びます。その上で、それぞれの分野の中での方法論がどのように成り立っているのか、その方法論

がどのような真理の経験をもたらすのかについて議論します。その過程では、方法論（メソドロジー）に関する検討――

特に比較・構造・歴史・実践・概念の運用といった視点――を重視します。受講者には、自らのテーマを分析し、議論を

通じて、新たな知見を形成する力を養ってもらいます。 

4. 学習の到達目標： 

・「日本学」という新領域について、その射程と方法を理解し、自分の力で考えられるようになります。 

・領域横断的かつ方法論的な観点から、現代の課題に即したテーマ設定と分析ができるようになります。 

・他者との議論を通じて、学際的な視野と批判的思考力を深めていきます。 

5. 授業の内容・方法と進度予定： 

本授業は、集中講義（前半）とレポート作成（後半）の二部構成である。 

（前半） 

第 1 回：ガイダンス――「日本学」とは何か／方法論の射程について 

第 2～3 回：「日本学」のメソドロジーとは：相互ディスカッション 

第 4～5 回：「メソドロジー」とは：パルメニデスからガーダマーまで：講読および発表 

第 6 回：Interdisciplinarity、Interculturality の「inter」 

第 7～8 回：共通言語―翻訳―：まとめ・相互ディスカッションと発表 

※進度は受講者の人数や進捗に応じて調整します。詳細は初回講義時に説明します。 

 

（後半） 

Hasekura League Intercultural Studies Editions の『学びの作法―対象としてのニッポン、方法としてのニッポン―』お

よび『Furusato』の中から論文を 3 点選び、それぞれの論文がどのような観点から自身の研究テーマに結びつくかについて、

以下の指定に従って論じなさい。ただし、両方の書籍からそれぞれ少なくとも 1 点は選ぶこと（一方の書籍のみから 3 点選

ぶことは不可）。後日、レポートについて口頭試問を実施します（口頭試問実施日については後日連絡します）。 

・文字数： 合計 2,000 字程度（英語の場合は 1,000 語程度） 

・提出方法： Classroom から期限までに提出してください。 

 

当該文献の目次： 

HOW TO LEARN?学びの作法 

FURUSATO 

https://gpjs.tohoku.ac.jp/media/files/_u/gp_book/pdf/2pe0yadrv0.pdf
https://gpjs.tohoku.ac.jp/media/files/_u/gp_book/pdf/9638obm4m.pdf


 

 
 

6. 成績評価方法： 

前半と後半を総合して評価します。 

（前半：集中講義部分） 

授業内でのディスカッション等への積極的参加（20％） 

授業内課題への取り組み（40％） 

テーマ設定に基づくレポート作成（40％） 

（後半：論文に対するレポート） 

レポート及び口頭試問の内容によって、総合的に判断します。 

 

7. 教科書および参考書： 

（前半） 

教科書は指定しません。以下８にある事前課題について必ず確認し、準備をして授業に臨んでください。 

 

（後半） 

前半授業を受けたものに対して、対象書籍の PDF を配付します。 

 

8. 授業時間外学習 

（前半） 

事前課題 

1) 事前課題の文献を読んでください 

2) 次の内容についてミニ・プレゼンを用意してください（パワーポイント使用）。使用言語は、日本語、英語、イタリア

語、ドイツ語のどれかでお願いいます。ただし自分の母語でない言語で発表してください。「自己紹介・自分のテーマと

日本学の関係」 

3) 「自分のテーマにおける方法論」とはどのようなものが事前に考えてきてください（相互ディスカッション）。 

事後課題 

4)設定したテーマに基づきレポートを提出 

 

（後半） 

上記 5 に示したレポートを作成すること。 

 

9. その他： 

事前課題の文献は、授業 Classroom にアップロードされる予定です。必ずアクセスし、授業開始時までの準備をしてくだ

さい。前半、後半ともにレポートの提出は Classroom へ提出してください。締め切り等は追ってお知らせします。 

 履修登録は以下の Google フォームより 8 月 28 日(金)までに登録したうえで、クラスルームに参加してください。 

 https://forms.gle/13fmevRKsVfJ9Eco6 

 

Google Classroom クラスコード：xpe6pqla 

 

 

 

https://forms.gle/13fmevRKsVfJ9Eco6

